
革新的技術活用特別委員会会議記録

革新的技術活用特別委員長 毛利 正徳

１ 日 時

平成３１年２月２８日（木） 午前１０時２９分から

午前１１時１６分まで

２ 場 所

第６委員会室

３ 出席した委員の氏名

毛利正徳、吉冨英三郎、麻生栄作、森誠一、末宗秀雄、木田昇、羽野武男、

小嶋秀行、戸高賢史、桑原宏史

４ 欠席した委員の氏名

な し

５ 出席した委員外議員の氏名

な し

６ 出席した執行部関係者の職・氏名

商工労働部長 高濱航、教育次長 姫野秀樹 ほか関係者

７ 会議に付した事件の件名

別紙次第のとおり

８ 会議の概要及び結果

提言に対する措置状況について聴取した。

９ その他必要な事項

な し

１０ 担当書記

政策調査課調査広報班 主査 後藤仁美

政策調査課政策法務班 主幹 光延慎一



革新的技術活用特別委員会次第

日時：平成３１年２月２８日（木）１０時３０分～

場所：第６委員会室

１ 開 会

２ 付託事件について

（１）提言に対する措置状況について

３ その他

４ 閉 会
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別 紙

会議の概要及び結果

毛利委員長 皆さんおはようございます。ただ

いまから委員会を開きます。

本日の委員会は、平成３０年第４回定例会で

本委員会が知事に対して行いました提言につい

て、執行部に措置状況の説明を求めます。

まず初めに、Ⅲ革新的技術の活用を支える基

盤づくりであります。

では、執行部よろしくお願いします。

高濱商工労働部長 おはようございます。商工

労働部長の高濱でございます。

皆さま方におかれましては、商工労働行政を

はじめ、県政の諸課題に御指導、御鞭撻、あり

がとうございます。

本日は、平成３０年第４回定例会でいただい

た提言に対する措置状況について、担当課長よ

り御説明をさせていただきますので、よろしく

お願いします。

安藤情報政策課長 お手元の措置状況資料の８

ページをお開きください。

提言Ⅲの１の（１）に対する措置状況につい

て、商工労働部部分を御説明します。

２０２０年からのプログラミング教育必修化

を前に、大分市内を中心に複数の塾でプログラ

ミング教室が開設されているほか、大分市情報

学習センターでも昨年９月より「こどもプログ

ラミング道場」が開設されるなど、官民を含め

て、プログラミングに触れる機会の提供が増え

てきています。こうした動向も踏まえつつ、平

成２７年度より県で実施してきました小中学生

向けのプログラミング体験教室を、今年度から

は大分市外での開催とし、新年度は３か所から

５か所に拡充して実施したいと考えています。

実施にあたっては、引き続き県教育委員会や

開催市町村の教育委員会とも連携し、また、地

元ＩＴ企業のサポーター参加等も得ることによ

り、将来のＩＴ人材の育成確保を図ってまいり

ます。

姫野教育次長 委員の皆さま方には、平素から

教育行政の推進に関わりまして、本当に様々な

御尽力を賜っておりますことに厚く御礼を申し

上げます。

本日は提言いただいた革新的技術の活用を支

える基盤づくりについて、措置状況を担当課長

から説明させていただきます。どうぞよろしく

お願いします。

米持義務教育課長 県教育委員会では、２０２

０年度のプログラミング教育の必修化に向け、

平成２７年度からＩＣＴ教育の推進役となるＩ

ＣＴスマートデザイナーを育成しており、平成

２８年度からは、各学校、地域のニーズに応じ

たプログラミング教育に関する出前研修や小学

校初任者研修の中でプログラミングに関する研

修を実施しています。

小学校におきましては、教科等における必要

性や学習内容と関連付けながら、計画的かつ確

実に実施していくために、教育課程全体を見渡

し、２０１９年度に各市町村で採択される教科

書に沿って教育課程を編成する際に、プログラ

ミングを実施する教科、単元を位置付け、計画

を作成することとなります。

県教育委員会では、既に計画例をホームペー

ジ上で示すなど、各校がプログラミング教育を

円滑に導入できるよう、引き続き支援してまい

ります。

楢崎高校教育課長 続きまして、９ページをお

開きください。

提言Ⅲの１の（２）に対する措置状況につい

てです。

ＩｏＴやドローン産業など、先端分野等で活

躍する人材の育成には、基礎的な知識や技術の

習得に加え、先端技術への興味・関心を育むこ

とが重要です。

平成３０年度から商工労働部が実施していま

すＩＴ業界紹介出前授業では、県立高校２校の

工業科１年生を対象に実施していまして、県内

ＩＴ企業から具体的な職種の説明や業務内容等
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を直接聞く貴重な機会となっています。

遠隔授業については、本年度から文部科学省

の委託事業を活用し、三重総合高校で行う農業

大学校専門講師の講義を久住校へ配信し、双方

向の合同授業を実施しています。さらに、２０

１９年度から、農業系学科を有する９校に遠隔

システムを整備し、授業の充実を図ることとし

ています。

２０２０年の全国産業教育フェア大分大会に

向けて、組織、運営等の在り方を検討するなど、

準備を進めています。来年度の１１月２３日、

今年の１１月２３日でありますが、別府ビーコ

ンプラザでプレ大会を実施するなど、産業界と

の連携を図り、魅力あふれる産業教育の在り方

を全国へ発信できるように取り組みます。

続きまして１０ページ、Ⅲの２の（１）に対

する措置状況についてです。

教育庁関係の部分ですが、高等学校の工業科

においては、学科の特色をいかした一人一資格

取得やロボット製作、発明工夫への取組等を通

じて、専門性に裏打ちされた就職力を高め、Ｉ

Ｔ分野をはじめ、様々な分野でスペシャリスト

として活躍できる人材を育成します。

安藤情報政策課長 同じページの商工労働部分

について御説明します。

ＩＴ人材のＵＩＪターン促進については、今

年度より、県内外ＩＴ企業・人材交流促進事業

として、県外企業による県内での開発合宿等の

開催を支援し、県外企業の県内進出や企業間で

の業務提携、県内ＩＴ人材の確保・育成を図っ

ているところです。

今年度は、別府市や由布市のコワーキングス

ペース等において、県内企業も交えたハッカソ

ンやデザインシンキングが開催されました。

また、本年１月に開設された「姫島ＩＴアイ

ランドセンター コワーキングスペース」にお

いて、県外のＩＴ企業や人材に訴求力のあるウ

エブメディア記者や情報発信力のあるフリーラ

ンス等を招聘したお試し滞在イベントを年度内

に開催し、県外のＩＴ企業や人材等に対して効

果的に広報・周知等を行うこととしています。

加えて、大学等を卒業後、中小情報サービス

業に就職する方が活用できる奨学金返還支援制

度等の周知により、首都圏、都市部からのＵＩ

Ｊターンを促進します。

続きまして、資料の１１ページをお開きくだ

さい。

提言Ⅲの２（２）に対する措置状況について

御説明します。

ＩＴ人材は全国的に不足していることから、

県内外ＩＴ企業・人材交流促進事業による県内

外企業間の交流やＩＴ人材塾の開催によるＩＴ

人材のネットワークづくりによって、強みの異

なる事業者間での協業や県外企業と連携した新

しいビジネスの創出など、企業間での連携を促

進してまいりたいと考えています。

毛利委員長 ありがとうございます。

申し遅れましたが、提言Ⅲから進めたのは、

教育委員会が別の委員会に出ますので、さきに

させていただきました。何とぞ御了承していた

だきたいと思います。

説明は以上で終わりましたので、これより質

疑に入ります。よろしくお願いします。

木田委員 ありがとうございます。

１０ページの措置状況、商工労働部分なんで

すが、この段の下から４行目の「加えて」のと

ころの奨学金返還支援制度は今年度運用されて

いると思いますけれども、今のところの実績と

いうのはどの程度あるのか。

安藤情報政策課長 今この数字を把握していな

いので、また後ほど回答したいと思います。す

みません。

毛利委員長 じゃ、後ほどお願いします。

よろしいですか。（「はい」と言う者あり）

麻生委員 プログラミング教育に関して、現在、

大分市情報学習センターでされているとのこと

ですが、南大分の大石町の非常に分かりづらい

場所ですよね。さきほど伺ったら、新年度から

全く違った形でやられるということであります

が、場所というのはとても大事だと思うんです

よね。子ども科学館のあれはどこだったっけ、

商店街のあれでやるとかいう話もありますが、

大学のサテライトオフィス、ホルトホール、あ

あいったところを活用するとか、県立美術館も
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あるわけですが、そのすぐ近くに東春日のソフ

トパークもあるわけで、国民文化祭・障害者芸

術文化祭局が入っていたところはぽっかりスペ

ースが空いているはずなので、空いたスペース

をぜひ検討していただいて、より具体的な、そ

ういった最先端の専門人材がいて、イメージ的

にも、こんなところでこういうプログラミング

をやっているんだねというイメージを子どもた

ちにも付けていただいて、そういったところに

入りたいなと思うような動機付けも大事だと思

います。場所はとても大事なので、そういう部

分も検討していただければと思います。

とは言いながら、人口減少でとにかく人が少

ないというのが最大の課題なので、これはこの

分野だけではなくてありとあらゆる、ＩＴ人材

だけじゃなくて全てにおいてそういう状況なの

で、根本的な部分についてどう考えるかという

ことについて、もし部長、何か考えがあれば。

高濱商工労働部長 我々はＯＩＴＡ ４．０と

して第４次産業革命を進めているわけですが、

おっしゃるとおり、それを支える人がいないと

いけないというところです。

それで、こういうのって今何か新たな抜本的

な策というのはなくて、やっぱり基本的に、や

っていることは着実にやっていかなくちゃいけ

ないと。そして、我々がちゃんと育てるべき人

材を見付けてちゃんと育てていく、若しくは育

った人をちゃんと大分に呼び込むということを

着実にやっていくことが大切だと思っておりま

して、そこは我々も漠然とセミナーを開いたり

するだけじゃなくて、本当に個別具体的に誰に

政策を認知させていかないといけないのかと、

そしてその人がほかの県に流出しているのであ

れば、どうすればちゃんと大分に戻ってきてく

れるのかというところまで、執行という面でし

っかりやっていきたいと考えています。

麻生委員 昨日も議案勉強会で教育委員会にも

申し上げたんですけれども、全国産業教育フェ

アがありますが、それを契機にして、県下の産

業界の現場で活躍している実際に評価の高い人

というのは女子なんですね。しかも、実業系高

校を出て、現場でやっている女子は仕事が丁寧

で粘り強いと。しかし、そういった実業系学科

には、中学から高校に進む段階から行っていな

いと。これまでの固定概念で、ほとんどの中学

校の進路指導の先生が、そこは男の現場やろと

いう発想で言っていると。だから推薦枠も、男

子、女子、同比率に結果としてなるぐらい女子

優先の推薦枠を作れというような話もしたんだ

けど、正しくそういうような具体策を、商工労

働行政としても、産業行政としてもどう考える

かということがやっぱり施策の柱にいると思い

ますので、女性活躍を含めて、そういう視点か

らも、もうちょっと企画や教育委員会とも協議

しながら、取り組んでいただきたい。若い女性

が福岡に販売員としてがんがん出ていくぐらい

なら、こういった実業系、産業系の現場で、評

価の高い女子が活躍できるような体制を作って、

その上で育成をしていくということになれば、

お子さんも大分で産んでもらえるし、マッチン

グも、結婚も、もっともっとできるでしょうし、

人口減少の根幹的な部分についても寄与できる

んじゃないかなと思っています。そういう視点

もぜひ取り入れて、企画や教育委員会とも協議

を進めて、長期プランの中に明確な位置付けを、

具体策を入れていただくことを要望しておきま

す。

桑原委員 プログラミング教育で、教師の指導

力を上げる研修をされている、力を入れている

というお話を、以前この場でいただきました。

委員会でも申し上げましたけれども、ただでさ

え忙しい先生に、さらにそういうプログラミン

グ研修というのを負わせるのが大丈夫かなとい

う懸念はあるんですけれども、それがあって、

外部のＩＴ人材の遠隔授業をという提案もさせ

ていただいたんですけれども、今回この遠隔授

業を始めるということで、今回はＩＴの人材で

はないと思うんですけれども、今後につながる

と思いますので、しっかりと検証というか、い

いものを作って、本当に先生が前に立っている

のと同じような臨場感が大切だと思いますので、

その辺も工夫していただいて、しっかりと検証

して、またＩＴ人材のこういう遠隔授業につな

げられればと思っていますので、よろしくお願
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いします。要望です。

戸高委員 ８ページの、教育庁のＩＣＴスマー

トデザイナーというのは、これはどのぐらい養

成をされているのかということと、地域ニーズ

に応じたプログラミング教育というのは、例え

ばどういうことなのかというのを聞かせてくだ

さい。

米持義務教育課長 平成２７年から３０年の間、

７０名を育成しています。これまで毎年更新し

ていますが、小学校４１名、中学校８名、高校

５名、特別支援学校から１６名で、随時この人

たちが自分の授業に取り込んで公開授業をする

などしてプログラミングの授業に取り組んでい

くというところです。

地域別の整理はしていませんが、宇佐、中津、

佐伯、国東、日出、臼杵、津久見、県内全域に

わたっています。

毛利委員長 それは、資料があるなら後で説明

してください。（「はい」と言う者あり）

毛利委員長 戸高委員、いいですか。

戸高委員 いいです、はい。

毛利委員長 提示して、説明が必要であれば説

明をやってください。いいですか。（「分かり

ました」と言う者あり）

麻生委員 さきほどのプログラミング指導人材

とかいろんな部分の話が、内部育成みたいな発

想になっているんですけど、大分県の産業界全

体の中で、やっぱりアウトソーシングできるそ

ういった人材開発とか人材に関わる委託をでき

る会社が大分県内に存在しないというのが問題

だと。構造的な欠陥があるんですね、大分県の

産業界そのものに。だから、ある意味逆に、内

部育成するのも大事かもしれないけれども、コ

アな部分は当然必要なんでしょうけど、外部委

託できるような企業立地とか融資とか、むしろ

ＩＴ人材に関しては、大分にいながら、アバタ

ー、分身で、東京でも仕事できるよという発想

の転換、全く構造転換をするぐらいの、まちづ

くりの構造改革をするぐらいの思い、それが正

しく姫島ＩＴアイランドセンターとかそういう

ことなんだろうと思うんですよね。だから、姫

島に住みながら東京のプログラミングをやって

いるという発想の方がいいと思うんですよね。

だから、そういった根本的な部分が全く欠けて

いるというか、もっと言うと、大分にそういっ

たアウトソーシングできるような企業を育成し

ていく、誘致をする、あるいはスタートアップ

をさせるということが、県経済における産業政

策として抜け落ちている。ここの部分をしっか

りやることも今回の提言の根幹だと思いますの

で、そこは認識して取り組んでほしいと思いま

す。

毛利委員長 ほかにございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

毛利委員長 では、ほかに御意見もないようで

ありますので、革新的技術の活用を支える基盤

づくりについては、これで終わります。

ではここで、教育委員会が退席されます。

ありがとうございました。

〔教育委員会 退席〕

毛利委員長 引き続きまして、Ⅰの地域課題の

解決のための革新的技術の活用と、Ⅱの革新的

技術を活用した新ビジネスの創出を一括して説

明願います。

安藤情報政策課長 お手元の措置状況資料の１

ページをお開きください。

提言Ⅰの１に対する措置状況について御説明

します。

県では、平成２９年度より、大分県ＩｏＴ推

進ラボを立ち上げ、ＩｏＴ等の革新的技術を活

用し、人手不足等の地域課題を解決するプロジ

ェクトに対して支援を行ってきたところです。

引き続き優良事例の創出に取り組むとともに、

他所属とも連携し、県内中小企業への事例の横

展開を図っていきます。

支援事例のうち、中小企業の省力化や生産性

向上に資する事例としては、養殖業における魚

の生育状況や海水などの環境データを活用した

出荷・飼育調整、赤潮対策や製造業における設

備管理、工程管理へのＩｏＴシステム導入とい

った取組が進んでいるところです。

また、どのように活用すればいいのか分から
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ないといった声もあることから、新年度の当初

予算案には、生産性向上や業務改善におけるＩ

Ｔ、ＩｏＴ活用の有効性に訴求するセミナーの

県内各地での開催を盛り込むなど、きめ細かな

支援を行います。

続きまして、資料の２ページをお開きくださ

い。

提言Ⅰの２に対する措置状況について御説明

します。

さきほど述べたとおり、平成２９年度より大

分県はＩｏＴ推進ラボにてプロジェクト創出の

支援を行ってきたところです。

今後も、引き続き観光や教育面での活用が期

待されるアバター技術など、革新的技術を用い

たプロジェクトを支援するとともに、それら先

進的なプロジェクトに対して県内企業の参画を

促し、県内発のプロジェクト創出を支援します。

さらに、創出されたプロジェクトについては、

県外大企業とのマッチングイベントの実施や商

工団体、地場金融機関との連携等により、広く

県内外への展開を支援しています。

なお、これまでにＩｏＴ推進ラボで認定した

ＩｏＴプロジェクト３６件のうち、県内大学や

高専が参画しているプロジェクトは１２件、延

べ１４機関であり、今後も、教育・研究機関と

のマッチング等を進めていきます。

続きまして、資料の３ページをお開きくださ

い。

提言Ⅰの３に対する措置状況について御説明

します。

県における官民データ利活用推進計画である、

おおいた革新的技術・データ活用推進計画につ

いては、昨年１２月下旬より先月末にかけてパ

ブリックコメントを実施し、先週開催されまし

た電子県庁推進本部での決定を経て策定したと

ころです。

今後は、同計画を周知するとともに、オープ

ンデータを活用したアイデアコンテストの開催

等により、県民理解の醸成とオープンデータへ

の取組の加速化を図ります。

高野新産業振興室長 続きまして、資料の４ペ

ージをお開きください。

提言Ⅱの１の（１）に対する措置状況につい

て御説明します。

県では、先般のマスコミ報道にもありました

とおり、先端技術を活用し地域課題を解決する

ため、先駆的な実証実験に取り組んでいます。

民間企業においても、このような動きを活発に

するため、平成２９年度から大分県ドローン協

議会において、企業によるドローンの多様な研

究開発を支援しています。

新年度においては、企業のソフト・サービス

開発ニーズに応えるため、新たな補助制度を設

けるとともに、新たに企業に対する展示会出展

を補助することにより、シーズ側とニーズ側の

マッチングの強化、充実に取り組みます。

それにより、ドローンの活用が進む農業や測

量分野への利用が促進されるものと考えていま

す。

次に、５ページをお開きください。

提言Ⅱの１の（２）に対する措置状況につい

て、商工労働部分を御説明します。

さきほども申しましたとおり、今月初め、全

国で３例目となります補助者なし目視外飛行に

よる実証実験を行いました。地場企業の開発し

た機体やシステムを用いての補助者なし目視外

飛行の実証実験としては、全国で初めてとなり

ます。

平成３１年度においても、引き続き様々な用

途でのドローン技術の実用化のための実証実験

を行いたいと考えていまして、地場企業ととも

に先駆的な取組に挑戦し、地場企業の先端技術

により、地域の方々の協力を得ながら、地域課

題の解決に一緒になって取り組んでいきたいと

考えています。

あわせて、大分県だけの取組とせず、九州各

県とドローン関係の情報共有を行い、九州地域

でのドローン産業の集積と利活用促進を検討し

ていきたいと考えています。

続きまして、６ページをお開きください。

提言Ⅱの１の（３）に対する措置状況につい

て御説明します。

さきほども御説明しましたが、大分県ドロー

ン協議会を通じて、企業によるドローンの機器
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開発及びソフト、サービス開発を促進するため

の支援をしていきたいと考えています。

また、様々な用途でのドローン技術の実用化

のための実証実験を行うことにより、ドローン

の用途と活用の場を広げていきたいと考えてい

ます。

次に、７ページをお開きください。

提言Ⅱの１の（４）に対する措置状況につい

て御説明します。

県では、ネットで囲まれた環境の中でドロー

ンの飛行実験や操縦訓練が可能なテストフィー

ルドを備えた先端技術イノベーションラボ、愛

称Ｄｓ―Ｌａｂｏを昨年４月に開設しました。

ドローンの操縦技術に関しては、独自の認証

制度を設けて、ドローンスクールを運営する県

内企業もあります。

また、大分県ドローン協議会の開発補助金を

活用し、ドローンの飛行可能な場所をシステム

に登録する飛行場所管理ツールを開発している

民間企業もあります。

このように、民間企業の取組が活発であり、

引き続き、企業と共に環境づくりに取り組んで

いきたいと考えています。

太郎良地域農業振興課長 ５ページを御覧くだ

さい。

提言Ⅱの１の（２）農林水産部分を御説明い

たします。

ドローン等を活用したスマート農業の取組に

ついては、九州地域戦略会議において、九州全

体で推進しています。

具体的には平成３０年度から各県でスマート

技術の実証研究を実施し、大分県では、佐賀県

や福岡県、民間と協働してドローン撮影による

水稲害虫の早期発見、ピンポイント防除技術の

開発により減農薬栽培の実現を目指しており、

来年度以降も継続してデータを積み重ね、精度

の向上を図り、実用化に向けて取り組んでいく

予定にしています。

今後はさらに、露地野菜でドローンを活用す

るほか、圃場管理システム導入や直進アシスト

付きトラクターの実証など、スマート農業を進

めることで地方創生の取組に力を入れていくこ

とにしています。

毛利委員長 以上で説明が終わりましたので、

これより質疑に入ります。よろしくお願いいた

します。

麻生委員 地域課題解決のための革新的技術の

活用ということで、要はこれは試行して成果を

出せば、大分から全国に発信できるわけですよ

ね。そういう意味では、先日のキリンチャレン

ジカップの日本代表の大渋滞、これほど世界に

大分が恥をかいたことはないわけでありますか

ら、こういった地域課題に関して、ドローンと

か渋滞システム、渋滞の状況とか、そういった

ものを最終的に渋滞解消ナビとして作るぐらい

の発想で、トリニータの試合、この５月の連休

期間中にヴィッセル神戸も来るわけだし、スペ

インの元代表の彼を見に来たいと、九州管内か

ら、１０連休の中で来る可能性があって、また

大渋滞する可能性があるわけですよね。実例が

あるわけですから、そういった各試合のときに

うまく試行をやって開発をするとか、それくら

いのスピード感を持った取組をしてほしいんで

す。地域課題の解決という意味で、ドーム周辺

の渋滞解消協議会というのが立ち上がっている

んですが、この革新的技術の地域課題解決の手

法がどのような形で協議会の中に入っているの

か、まずそれについて質問します。

それから、農業に関して、露地野菜とか減農

薬をドローンを使ってやるということでありま

すが、先般からお話ししていますように、ドロ

ーンの導入そのものに、生産農家にとってはコ

スト的なハードルがあるので、農業共済制度の

中で、以前はヘリコプターの場合は導入補助が

あったんだけど、これを導入補助できないかと

いう部分についても、農業共済組合としても検

討するという話になっていますが、その辺の進

捗状況がもし分かれば教えてください。

安藤情報政策課長 ドーム周辺の対策協議会に

ついてですが、ドーム周辺の状況のことについ

ては委員会の中に入っていないので分かりませ

んけれども、そこから出てきた課題とかできる

ことがあれば、それを課題として企業が開発し

ないとなかなか、課題はあっても開発できる技
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術がある企業がいないとだめなので、そういう

ところで、こういう課題についてということを

各企業にあたりながら、何か方法があるかなと

いうところで食い付いてくるというか、やれる

という企業がありましたらそういうことにも取

り組んでいきたいと考えています。

高濱商工労働部長 すみません、まだ把握をし

ていないので、まずはしっかり把握をさせてく

ださい。その上で、技術も一つの解決策として

当然いろんな解決策が、ソフト対策もあると思

いますので。技術は一つのオプションとして考

えようとは思いますが、委員のおっしゃるスピ

ード感に間に合うかどうかは自信はないんです

が、しっかりオプションの一つとして考えてい

きたいと思います。

太郎良地域農業振興課長 今、共済の方で導入

補助というか、ヘリコプターの方はあるんです

けど、ドローンの方はまだ検討されていません。

麻生委員 地域振興の３原則は、やっぱり住み

たいまち、働きたいまち、そして訪れたいまち

と。そう考えたときに、渋滞する地域というの

は住みたくないし、渋滞路線が余りにも多いと

ころは、生産効率もよくなくて、働きたいまち

にはならないわけです。そういう意味も含めて、

あの問題が革新的技術の導入によって解決する

手法が実践できれば、ほかの日常の生活におけ

る通勤時間帯の渋滞解消策にもつながるわけで

すから、そういう視点を持ってこの革新的技術

を移動の効率化とか渋滞解消策にも、道路スト

ックはあるわけですから、これを最大限生かし

きれていないのが現状だろうと思いますので、

今ある道路ストックの中でいかにこれを最大限

に活用し、移動時間を短縮できるか、生産効率

を上げられるかという視点を含めた革新的技術

について研究をしていただくことを、より具体

的に求めておきたいと思います。

それから、農業のドローンについては、ぜひ

関係のところと調整をしながら、早目に具体策

をしていけば、他県も同じようにやっている中

で、大分独自の共済補助制度なんかも作ってし

まえば一気に進み始めるかと思いますので、そ

ういったことも研究していただければと思いま

す。

毛利委員長 要望でよろしいですか。（「は

い」と言う者あり）

ほかにございませんか。

木田委員 １ページの生産性向上のところで、

事例として養殖業が出ていますけれども、農林

水産部の報告でも見たんですが、電照菊の出荷

調整のシステムが今回うまくスタートしたとい

うことで、そういったところがほかの産品にも

普及できるとか、ほかの電照菊をされていると

ころはどこがあるか存じ上げませんが、そうい

った農業での普及というのは広げられて取組を

しているのかどうか、お尋ねしたい。

二つ目が、２ページのＩｏＴプロジェクトの

本格展開で、ニーズはもちろんですが、シーズ

をたくさんどう作っていくかということで、実

は今日、若い方から、昨年就職された方だと思

うんですが、会社を辞めてＳＥになりたいんだ

けどどうすればいいかという話を聞きました。

起業すればいいんじゃないということで、いろ

いろな話をしたんですが、そういったシーズづ

くりをするのに、ＩＴ開発環境を準備するのに

相当な設備投資がいると思うんですけれども、

開発環境を共通で準備して、そこでいろんなシ

ーズづくりとかいろんな人が携われるような環

境づくりとかいうのも一つ考えていいんじゃな

いかなということも、今日聞いて感じたわけで

すが、そういう枠組みが考えられるかどうか、

お尋ねしたいと思います。

太郎良地域農業振興課長 県南の佐伯で菊の生

産者に対して、出荷のピークをなだらかにしよ

うということで、スマートフォンを使って電照

の時期を入力したりして出荷調整をしていると

いうのが、今年度から実際にシステムの運用が

始まっています。今まで出荷の波があったのが

本当になだらかになってきたこということで、

有利販売にもつながってきたということでいい

結果が出ています。そういう技術をほかの部会

にも利用できますので、その辺は検討をさせて

いただくこととして、ほかにも、例えば環境モ

ニタリングをしながら、篤農家というか、高収

益を上げる生産者の技術を広めていくとかです
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ね。

あとは圃場管理では、筆数が多い生産者に対

して、アグリノートという圃場管理システムを

もって、スマートフォン上でも、圃場の地図が

マッピングされて、その一筆一筆ごとの適正な

管理をしていくとか、そういった取組が実際に

始まっています。

さらに畜産の分野でも、牛温計とか、ｍｏｏ

ｐａｄといった繁殖状況を見える化して、一頭

一頭の繁殖管理をしていくというのが、既に農

業は始まっています。

さらにそれを加速しながら、規模の拡大や、

低コスト化を図っていきたいと考えていまして、

昨年県としても、農林水産部の中に推進プロジ

ェクトチームを立ち上げまして、試験と普及を

同時並行的に取り組んでいるところです。

安藤情報政策課長 シーズの育つ環境づくりと

いうことなんですけれども、今、人が働く上で、

場所の提供としてコワーキングスペースという

ところも多くて、そこにいろんな人が集まって

きてお互いに話し合いながらとか、自分でやる、

そこで作業をするとかいうことができるように

していっています。

そこは当然Ｗｉ－Ｆｉ環境とかも整備をして

いまして、いろんなところとつながって仕事が

できると。

一方で、さきほど言った高額なインフラ、サ

ーバーとかそういうものを使うかどうかという

ところがあるんですけど、普通やる一般のホー

ムページの作成とか、そういうウエブぐらいの

話であれば、普通のパソコンにハードディスク

を付ければできるというぐらいのものなので、

一人でやる場合はそういう形でやれるんじゃな

いかと思っています。

あとは、大規模化して企業のシステムとか、

そういう大きなのを作る場合は、インターネッ

ト上で、グーグルとかが持っているサーバーに

アクセスして、お互いに部分部分を持ち合って、

そこのサーバーの中で構築していくというやり

方をやっている企業とかもあります。

そこの部分については、なかなかオープンな

ところに、県が置いたから十分使えるのかとか、

セキュリティの面とかそういうのもありますし、

また、そういう人がつながって大人数でやると

いうところに関してどこまでやれるのかという

のは、まだ私も勉強していないので分からない

ので、そこは研究していきたいとは思っていま

す。

木田委員 農業について、これだけ生産向上し

たら所得が上がったみたいなところをいろいろ

ＰＲして、同じような汎用的に広めていくこと

ができれば、生産性向上に大きく貢献すると思

いますので、お願いします。

それから、商工労働部について、そういう若

者の希望でございますので、ぜひ窓口もこさえ

ていただいて、こういう支援ができますよとい

うようなサポートを含めて、ハード的なものは

今後研究して、対応いただきたいと思います。

お願いします。

麻生委員 今のに関連して、要は農業の現場の

求める技術とか、商工畑が持っている技術、あ

るいはほかのさっきの渋滞の道路とか、いろん

な分野の人のマッチング、どこでどういう形で

やるのという部分で、例えばシェアオフィスで

あるとか、カフェとか、そういった人たちが集

まるような場というのは、今、大分でいうとど

ういったところになっているんですか。

あるいは、今日は農業について何か課題解決

しようよみたいな、今日は何だよみたいな、何

かそういった緩い場所提供とか情報発信とかい

う部分が行政として一番できる分野なのかなと。

あとは勝手にマッチングしてやってよという部

分を強力に後押しできる仕組みという部分が大

事になってこようかと思います。そういう部分

はどうなんでしょうか。

高濱商工労働部長 ある意味スタートアップの

支援というような話でもありますが、後ほど資

料をお見せします。一応、県内の３４か所にそ

ういうスタートアップシェアオフィスとか、コ

ワーキングスペースというところもあります。

私自身が見たのはまだ３か所ぐらいしかなくて、

今からどんどんいろいろと見ていきたいとは思

っているんですが、やはりそこは、例えば本当

に一つの机だけと。机だけが何か所かあって、
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またそういうセミナーをするようなオフィスも

あって、しかも、そういう人たちを支える人も

その場にいて、若しくはオープンスペースみた

いにやって、外から来て５００円払えばコーヒ

ーも飲めるというところで、正に拠点のような

場づくりをうまくやっているところもいくつか

ございます。そういうところを使うとか、そう

いうところにいろんな方に集まってもらって、

正にこのコラボレーションですかね、そのよう

な場所としてはあるので、我々もうまく、これ

だけあるところをしっかり活用していきたいと

思っています。

麻生委員 先日も、トリニータが初戦、開幕勝

ったときに、ＩＴスポンサー関係とかを実は大

阪で集めていたとかいうような状況があるわけ

で、ドームの会議室とかカフェとか、何かそう

いうようなことを、大分フットボールクラブが

ガンガン今使ってやろうとしているみたいなの

で、タイアップをガッチリやって、いい形を作

っていただければなと思います。

毛利委員長 よろしくお願いします。

ほかにございませんか。

桑原委員 要望です。商工労働部に言っても仕

方ないことかもしれませんけれども、一般質問

等々で、ＯＩＴＡ ４．０を掲げる大分県が、

行政にこれを反映できていないということを申

し上げておきます。提言のⅠの２のところで、

課題の多い過疎地域においての新ビジネスの確

立と書かれていますが、商工労働部としては、

行政サービスをこういった革新的技術において

アウトソーシングするような分野がないかとい

うところにも目を向けていただきたいと思いま

す。

例えば、無医地区問題とかで、自治体が診療

所を運営していたりしますけれども、あれがな

かなかできないようになっているという状況で、

医療報酬制度に項目として遠隔診断というのが

昨年加えられたというのもありますので、遠隔

診断を各振興局、自治体の振興局において展開

する後押しをするとか、行政がその革新的技術

を用いてアウトソーシングする、できるものは

ないかというところも今後考えながら進めてい

ただければと思います。

毛利委員長 要望です。よろしくお願いします。

ほかにございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

毛利委員長 ほかにないようでありますので、

これで措置状況の説明を終わります。執行部は

お疲れさまでした。

〔執行部 退席〕

毛利委員長 皆さん、本日で終わりになります。

何かほかにあれば。（「お疲れさまでした」と

言う者あり）いいですか。

御協力でスムーズな委員会ができました。い

い提言もできたと思いますが、まだまだ課題が

ありますので、それぞれの立場で、ぜひ御意見、

御指導していただきたいと思います。本当にあ

りがとうございました。（「ありがとうござい

ました。お疲れさまでした」と言う者あり）

これをもって本日の委員会を終わります。

委員の皆さまは、お疲れさまでした。


